
　小倉きふね病院では、地域の急性期病院、診療所また介護施設等からのご紹介

患者様に幅広く対応するため令和６年９月１日より地域包括ケア病棟を次のとお

り増床しました。

〇病棟編成の見直し

４階　地域包括ケア病棟５０床

３階　急性期病棟　　　４９床

４階　地域包括ケア病棟５０床

３階　地域包括ケア病棟４９床

＊回復期リハビリ病棟は廃止しましたが、リハビリ体制には変更ありません。

　これまで同様に回復期リハビリ対象となる患者様もご紹介ください。

＊３６５日リハビリも継続しています。

〇地域包括ケア病棟の役割について

　病状が安定した患者様に対して、リハビリや病棟での療養を続けながら、住

み慣れた自宅や介護施設への復帰を支援する病棟です。

〇入院の対象となる患者様

・急性期治療が終了し、病状が安定・軽快して在宅復帰へ向けた間の入院

・急性期治療が終了し、在宅復帰に向けてリハビリの必要な方

・介護施設入所中や在宅療養中で、発熱、息苦しい、食事が摂れない方

・その他必要に応じて入院の対象になる場合

・レスパイトもご相談ください。

〇入院期間

　患者様の病状やリハビリ状況に応じて調整いたしますが最大60日間です。

但し、病状やリハビリの状況によっては、これより短い期間で退院して頂く場合

もあります。入院期間内で、自宅、他院、他施設へ移行していただいております。

　また、一般的な血液検査、画像検査、投薬治療は可能ですが、病状の変化によ

り急性期治療を希望された場合は他病院へ転院となります。

〇退院後の支援

　　当法人関連の介護老人保健施設エメロード三萩野、居宅事業所（訪問看護・

　訪問介護・ディケア・ディサービス）、住宅型有料老人ホーム・ヴィオレきふ

　ねで支援させていただきます。

増床前

増床後
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